
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
２個のフランジを備えるクリップを用いて、一側が開口する台座部付きの部品をパネルに
取り付ける構造において、上記部品の台座部の座面側にくの字形を呈する一対の係合溝を
対称に形成し、クリップのいずれか一方のフランジ側に当該各係合溝にスライド可能に係
合する突起を有する一対の弾性腕を設けて、該各弾性腕の突起を対応するくの字形の係合
溝の折曲中心部に導くように構成したことを特徴とする部品の取付構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、例えば、自動車トリム等の樹脂製部品を車体パネル側にクリップを介して取り
付ける取付構造の改良に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
自動車のトリムをクリップを介して車体パネルに取り付ける場合には、トリムの裏面側に
一側が開口する箱形状の台座部を一体に形成し、パネル側に該台座部と対応する取付孔を
穿設して、クリップの頭部で上記トリムの台座部を保持しながら、当該クリップの脚部を
パネルの取付孔に係着することにより、トリムをパネルに取り付けている。尚、クリップ
の頭部に対しては、通常、少なくとも、上記台座部の座面を内外側から挾持する２個のフ
ランジが設けられている。
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【０００３】
しかし、斯る取付構造の下では、クリップ自体をトリムの台座部にセンタリングできる機
能を有していないと、クリップの脚部とパネルの取付孔の中心がズレて、トリムの取付作
業が大変となると共に、トリムの取り付け後は、トリムの熱膨張を吸収できる機能を有し
ていないと、トリムとパネル間に相対的な位置ズレが生じて、トリム側が変形して外観を
害する恐れがある。
【０００４】
そこで、斯る要請に応えるために、以下の如き種々の提案がなされている。
第一の提案は、実公平３－４３４４９号公報に示す如く、トリムの裏面に形成される台座
部の座面に開口と連通する長孔状のスリットを開設すると共に、該長孔状スリットの両側
縁に仮止め用の位置決め凸部を対の関係をもって形成して、当該位置決め凸部で、上記ス
リット内に挿入されるクリップの首部を規制することにより、クリップの台座部に対する
センタリングを保障し、且つ、スリットの長孔形状内でのクリップの首部の移動を許容す
ることにより、熱膨張に伴うトリムとパネルの相対的な位置ズレを吸収せんとするもので
ある。
【０００５】
第二の提案は、実開昭５２－１６４７２号公報・実開昭５８－１３０１０８号公報・実開
昭６２－４４１２０号公報・実開昭６２－１３７１５８号公報・実開昭６２－１３７７４
３号公報に示す如く、クリップの頭部又は首部側に対して、台座部の内壁面又は座面に形
成されたスリットの側縁に弾接する複数の弾性片を一体に形成して、該各弾性片の弾接作
用により、クリップの台座部に対するセンタリングを保障し、各弾性片の変形で、スリッ
ト内でのクリップの移動を許容することにより、熱膨張に伴うトリムとパネルの相対的な
位置ズレを吸収せんとするものである。
【０００６】
第三の提案は、実開昭６２－１１４２０８号公報や実開昭６２－１６３６１２号公報に示
す如く、上記第二の提案とは逆に、トリムの台座部の座面に開設されるスリット側にクリ
ップの首部に弾接する複数の弾性片を一体に形成して、該各弾性片の弾接作用により、ク
リップの台座部に対するセンタリングを保障し、各弾性片の変形で、スリット内でのクリ
ップの首部の移動を許容することにより、熱膨張に伴うトリムとパネルの相対的な位置ズ
レを吸収せんとするものである。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
然し乍ら、上記した各提案のうち、第一の提案にあっては、単に、長孔状スリットの側縁
に形成された位置決め凸部で、クリップをトリムの台座部に仮止め状態をもってセンタリ
ングする関係で、自ずと、クリップに対するセンタリング力が弱くなって、トリムの取り
扱い中に、クリップ側に不測の外力が加わると、クリップが容易にセンタリング位置から
移動してしまう問題点を有すると共に、長孔状スリット内でのクリップの熱膨張に伴う移
動に関しても、当該スリットの長手方向に限定されてしまうので、これ以外の方向に対す
る位置ズレは吸収できないと言う問題点を有していた。
【０００８】
又、第二の提案にあっては、個々で多少の構造上の相違を有するが、基本的には、弾性片
を撓み易くするために薄肉となすと、熱膨張に伴う相対的な位置ズレの吸収量が多くなる
が、反面、クリップに対するセンタリング力が低下し、逆に、弾性片の肉厚を厚くして剛
性を高めると、クリップに対するセンタリング力は一応確保できるが、今度は、熱膨張に
伴う位置ズレの吸収量が少なくなってしまうと言う問題点を有している。
【０００９】
更に、第三の提案にあっては、原理的には、第二の提案と等しいものであるから、上記し
た第二の提案の抱える問題点がそのまま受け継がれると共に、中には、弾性片を有する別
体の補助部材を必要とするものも存在するので、この場合には、部品点数の面においても
問題視されることとなる。
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【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明は、斯る従来取付構造の抱える種々の課題を一挙に解決するために開発されたもの
で、２個のフランジを備えるクリップを用いて、一側が開口する台座部付きの部品をパネ
ルに取り付ける取付構造を前提として、上記部品の台座部の座面側にくの字形を呈する一
対の係合溝を対称に形成し、クリップのいずれか一方のフランジ側に当該各係合溝にスラ
イド可能に係合する突起を有する一対の弾性腕を設けて、該各弾性腕の突起を対応するく
の字形の係合溝の折曲中心部に導く構成を採用した。
【００１１】
【作用】
依って、本発明の下では、クリップの上位側フランジを部品の裏面と台座部の座面間に挿
入すると、斯る挿入に伴い、いずれか一方のフランジに設けられている一対の弾性腕の突
起が対応する係合溝と弾性的に係合することとなるが、当該係合溝はくの字形を呈してい
る関係で、弾性腕の突起は、各係合溝のくの字形状を画成する折曲中心部に導かれて停止
するので、これにより、クリップ自体が部品の台座部に対して正確且つ確実にセンタリン
グされると共に、例え、その後に、不測の外力で、クリップがセンタリング位置から移動
しても、弾性腕の弾性作用と係合溝のカム作用を得て、再び、各弾性腕の突起を対応する
係合溝の折曲中心部に自動的に導ける。
【００１２】
又、部品の取付状態の下で、熱膨張に伴う部品とパネルの相対的な位置ズレが生じた場合
には、当該位置ズレが如何なる方向に生じても、一対の弾性腕の各突起が対応する係合溝
の折曲中心部から所定方向に必要量スライド移動して、部品の移動を直ちに許容するので
、これにより、部品が変形して外観上の美観を害する心配も全くない。
【００１３】
【実施例】
以下、本発明を図示する一実施例に基づいて詳述すれば、該実施例に係る取付構造も、合
成樹脂製トリムの裏面側に一方が開口する箱形状の台座部を一体に形成し、パネル側に該
台座部と対応する取付孔を穿設して、樹脂クリップの頭部で上記トリムの台座部を保持し
ながら、当該クリップの脚部をパネルの取付孔に係着することにより、トリムをパネルに
取り付けるものであるが、特徴とするところは、以下の構成を採用した点にある。
【００１４】
まず、トリム１側は、図１に示す如く、従来と同様に、自身の裏面に一側が開口２ａする
箱形状の台座部２を必要な数だけ一体に形成する訳であるが、当該台座部２に対しては、
その座面２ｂに開口２ａと連通するスリット３を開設すると共に、該スリット３の両側に
くの字形を呈する一対の係合溝４を左右対称に形成し、該各係合溝４に後述するクリップ
の弾性腕の突起をスライド可能に係合して、該各突起を係合溝４の折曲中心部４ａに強制
的に導く構成となしている。
尚、本実施例にあっては、斯る係合溝４を貫通する孔状となしているが、上記弾性腕の突
起を容易に係合できるものであれば、凹状となすことも実施に応じ任意である。
【００１５】
又、クリップ１１側は、図２に示す如く、上記トリム１の台座部２を保持する頭部１２と
、パネルの取付孔に係着する脚部１３とから成り、前者の頭部１２は、シールフランジ１
４の上部に首部１５を介して離間する第一・第二フランジ１６・１７を備えるものである
が、特に、上位の第一フランジ１６に対しては、図３にも示す如く、円環状を呈する第二
フランジ１７とは異なり、その中間部分が巾狭となった特殊異形状を付与して、その先端
側を台座部２の巾寸法Ｌ１よりも小さな円弧状を呈する差込部１６ａとなし、後端側を台
座部２の巾寸法Ｌ１と略等しい大きさの基部１６ｂとなして、該基部１６ｂの両側に先端
下面に上記係合溝４に係合する突起１９を有する一対の弾性腕１８を互いに内側に向かっ
て延設すると共に、当該第一フランジ１６と第二フランジ１７を連設する首部１５を、上
記スリット３の巾Ｌ２よりもかなり小さな断面楕円形状となしている。
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尚、上記各弾性腕１８の上面側には、上方への撓みを促すテーパー面１８ａを施すものと
する。
【００１６】
又、後者の脚部１３に対しては、一応、特開平３－１１３１０８号公報に示された形態、
即ち、上記シールフランジ１４から垂下する支軸２０と、該支軸２０の両側に対向する状
態をもって延在する一対の弾性壁２１とからなる構成となしているが、この脚部１３は、
本発明の特徴部分となるものではないので、パネルの取付孔に確実に係着できるものであ
れば、その他公知の弾性脚構造を適宜利用できることは言うまでもない。
【００１７】
依って、斯る構成のクリップ１１を用いて、合成樹脂製のトリム１をパネルＰ側に取り付
ける場合には、まず、従来と同様に、クリップ１１の首部１５を開口２ａからスリット３
内に臨ましめながら、クリップ１１の第一フランジ１６をトリム１の裏面と台座部２の座
面２ｂ間に挿入して、該座面２ｂを第一フランジ１６と第二フランジ１７とで内外側から
挾持することとなる。
【００１８】
しかし、本実施例の下では、第一フランジ１６をその差込部１６ａの円弧形状を利用して
挿入すると、基部１６ｂ側に延設されている一対の弾性腕１８もテーパー面１８ａに促さ
れて撓みながら挿入され、対応する係合溝４に至ると、各弾性腕１８の突起１９が係合溝
４と弾性的に係合することとなるが、この係合溝４は、既述した如く、カム作用を果たす
くの字形を呈している関係で、図４に示す如く、各弾性腕１８の突起１９は、自身の内側
に傾いた形態と相俟って、当該係合溝４のくの字形状を画成する折曲中心部４ａに向かっ
て導かれて停止することとなるので、これにより、クリップ１１自体がトリム１の台座部
２に対して正確且つ確実にセンタリングされる。
【００１９】
しかも、このクリップ１１のセンタリング状態において、例え、トリム１の取り扱い中等
に、不測の外力が加わり、クリップ１１がそのセンタリング位置から如何なる方向に移動
しても、弾性腕１８の弾性作用と係合溝４のカム作用を得て、再び、各弾性腕１８の突起
１９を対応する係合溝４の折曲中心部４ａに自動的に導けるので、本実施例の下では、常
に、クリップ１１のセンタリング状態が確保できると共に、係合溝４に対する突起１９の
係合は、クリップ１１が台座部２から抜け外れることをも有効に防止できることとなる。
【００２０】
従って、後は、トリム１を把持しながら、クリップ１１の脚部１３をパネルＰの取付孔Ｈ
に弾性的に係着すれば、図５に示す如く、トリム１がパネルＰに確実強固に取り付けられ
ることとなる。尚、この場合には、既述したように、クリップ１１がトリム１の台座部２
に対して常にセンタリングされているので、クリップ１１の脚部１３をパネルＰの取付孔
Ｈ内にスムーズに差し込め、従来の如く、クリップ１１の脚部１３とパネルＰの取付孔Ｈ
の中心がズレて、トリム１の取付作業が大変となる心配も全くない。
【００２１】
又、このトリム１の取付状態の下で、熱膨張に伴うトリム１とパネルＰの相対的な位置ズ
レが生じるような場合において、今仮に、図６に示す如く、Ｘ方向へのズレが生じた場合
には、スリット３内での楕円状首部１５の移動を積極的に促しながら、一対の弾性腕１８
の各突起１９が対応する係合溝４の折曲中心部４ａからいずれか一方の端縁側にスライド
移動して、トリム１の同方向への移動を直ちに許容するので、これにより、トリム１が変
形して外観上の美観を害する心配がなくなる。
尚、相対的な位置ズレ が解消された場合には、やはり、弾性腕１８の弾性作用と係
合溝４のカム作用で、再び、各弾性腕１８の突起１９が対応する係合溝４の折曲中心部４
ａに自動的に導かれることとなるので、トリム１の台座部２とクリップ１１とパネルＰの
取付孔Ｈの位置関係も正常な状態に自動復帰する。
【００２２】
逆に、図７に示す如く、Ｙ方向へのズレが生じた場合には、やはり、各突起１９が係合溝
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４内でそのくの字形状に沿って必要量だけスライド移動して、トリム１の同方向に対する
移動を許容するので、上記Ｘ方向の場合と同様に、トリム１が変形して外観上の美観を害
する心配がなくなるし、又、相対的に位置ズレ が解消された場合には、同様に、弾
性腕１８の弾性作用と係合溝４のカム作用で、再び、各弾性腕１８の突起１９が対応する
係合溝４の折曲中心部４ａに自動的に導かれることとなる。
【００２３】
更に、図８に示す如く、Ｘ方向とＹ方向へのズレが同時に生じた場合には、今度は、各突
起１９が複合して対応する係合溝４内を必要量だけスライド移動して、トリム１の各方向
に対する移動を積極的に許容するので、トリム１が変形して外観上の美観を害する心配が
なくなって、いずれにしても、本実施例の下では、方向性の制限を受けることなく、熱膨
張に伴うトリム１とパネルＰの相対的な位置ズレを極めて効果的に吸収できる訳である。
【００２４】
尚、上記の実施例にあっては、第一フランジ１６の基部１６ｂ側に一対の弾性腕１８を延
設したものであるが、当該弾性腕１８を第一フランジ１６の差込部１６ａ側に延設するこ
とも十分に可能であり、且つ、第二フランジ１７側に第一フランジ１６と同様な変形を加
えて、当該第二フランジ１７に先端上面に突起１９を有する一対の弾性腕１８を延設して
も、同様な作用効果が期待できることとなる。
又、上記実施例の下では、くの字形状を呈する係合溝４を形成するに際して、各係合溝４
の折曲中心部４ａを接近させると同時に、対応する弾性腕１８の突起１９を当該接近間隔
と略等しい間隔に設定する構成となしたものであるが、図９に示す如く、逆に、各係合溝
４の折曲中心部４ａを離間させ、且つ、一対の弾性腕１８の突起１９をその離間間隔分だ
け外側に開くように構成することも実施に応じ任意である。
【００２５】
【発明の効果】
以上の如く、本発明は、上記構成の採用により、クリップの部品の台座部に対する正確且
つ確実なセンタリングが可能となると共に、方向性の制限を受けることなく、熱膨張に伴
う部品とパネルの相対的な位置ズレをも極めて効果的に吸収できるので、相対的に位置ズ
レに起因して、部品側が変形して外観を害する心配も皆無となる。
その上、弾性腕の突起は対応するくの字形の係合溝の折曲中心部に自動的に導かれること
となるので、クリップの台座部に対する初期のセンタリング作業が容易となることは言う
までもないが、その後に、不測の外力で、クリップがセンタリング位置から如何なる方向
に移動しても、弾性腕の弾性作用と係合溝のカム作用を得て、再び、各弾性腕の突起を対
応する係合溝の折曲中心部に自動的に導けるので、常に、クリップのセンタリング状態を
確保することが可能となって、部品の取付作業が頗る容易となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】（Ａ）はトリムの台座部の構造を裏面側から示す要部斜視図、（Ｂ）は同縦断面
図である。
【図２】（Ａ）はクリップの正面図、（Ｂ）は同平面図である。
【図３】第一フランジ側の構造のみを切欠して裏面側から示す斜視図である。
【図４】クリップがセンタリングされた状態を説明する説明図である。
【図５】トリムをパネルに取り付けた状態を示す要部縦断面図である。
【図６】トリムのＸ方向に対する位置ズレを吸収した状態を説明する説明図である。
【図７】トリムのＹ方向に対する位置ズレを吸収した状態を説明する説明図である。
【図８】トリムのＸ方向とＹ方向に対する位置ズレを吸収した状態を説明する説明図であ
る。
【図９】係合溝と弾性腕の他例を示す要部斜視図である。
【符号の説明】
１　トリム（部品）
２　台座部
２ａ　台座部の開口
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２ｂ　台座部の座面
４　係合溝
４ａ　係合溝の折曲中心部
１１　クリップ
１６　第一フランジ
１７　第二フランジ
１８　弾性腕
１９　突起
Ｐ　パネル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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